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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年8月27日(2009.8.27)

【公開番号】特開2004-335474(P2004-335474A)
【公開日】平成16年11月25日(2004.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2004-046
【出願番号】特願2004-138383(P2004-138383)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｆ１６Ｊ  15/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  35/10    　　　Ｎ
   Ｆ１６Ｊ  15/14    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月13日(2009.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｘ線を発生して該Ｘ線を焦点整列経路に沿ってターゲットに向かって差し向けるＸ線管（
２０）であって、
電子を発生するために当該Ｘ線管内に動作可能なように位置決めされた陰極（１１）と、
電子が衝突したときにＸ線を発生するために前記陰極に対して動作可能なように位置決め
された陽極組立体（１３，１２，１６）と、
前記陰極に対して前記陽極組立体を回転させるように支持することができる軸受組立体（
１５ａ，１５ｂ）とを有し、
前記軸受組立体が少なくとも１つの液体金属ガスケット（３０）を含み、
前記少なくとも１つの液体金属ガスケット（３０）が内部プラグ（３１）と、第１のシー
ル（３２）と、第２のシール（３３）とを含んでいること、を特徴とするＸ線管（２０）
。
【請求項２】
前記内部プラグ（３１）は、水銀、ガリウム、水銀合金及びガリウム合金のうちの少なく
とも１つで構成された液体金属が充填されている、請求項１記載のＸ線管。
【請求項３】
前記第１のシール（３２）は前記軸受組立体を当該Ｘ線管の真空領域（２２）から隔離し
ている、請求項１記載のＸ線管。
【請求項４】
前記第１のシール（３２）は接触シール又は非接触シールで構成されている、請求項１記
載のＸ線管。
【請求項５】
前記第２のシール（３３）は、前記軸受組立体の空洞（２１）内の粒子及び蒸気（２６）
が当該Ｘ線管の真空領域（２２）の中へ移動するのを防止する、請求項１乃至４のいずれ
かに記載のＸ線管。
【請求項６】
前記軸受組立体は、油、グリース、粉末、固体、液体及び湿潤金属のうちの少なくとも１
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つによって潤滑される、請求項５記載のＸ線管。
【請求項７】
Ｘ線を発生して該Ｘ線を焦点整列経路に沿って方向付けする請求項１乃至６のいずれかに
記載のＸ線管を備えるＸ線撮像システム。
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